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後援会活動報告

1月
後援会会報“夢と誇り”第6号を発行
全会員に会費納入依頼と併せ送付しました。

３月
平成２４年度通常総会案内状の送付

５月２７日
第１回役員会を開催
総会に提出する平成２３年度活動報告・収支
決算報告及び平成２４年度活動方針（案）・平

成２４年度収支予算（案）、役員の選任（案）を
審議のうえ、いずれも承認しました。

５月２７日
総会および懇親会を開催
役員会終了後、引き続き平成２４年度通常総
会を開催しました。大西市長より「最近の話題
とまちづくりの課題」について講演をいただきま
した。
提出議案については、いずれも可決承認され
通常総会は盛会のうちに終了しました。

１２月４日
第２回役員会を開催

　
日
仏
両
国
で
姉
妹
都
市
関
係
な
ど
に
あ

る
自
治
体
の
首
長
ら
が一同
に
会
す
る
、
第

3
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
が
世
界
遺

産
の
大
聖
堂
で
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
・
シ
ャ
ル

ト
ル
市
で
開
催
さ
れ
、
姉
妹
提
携
都
市
の

ト
ゥ
ー
ル
市
の
助
役
ら
と一
緒
に
参
加
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
2
年
ご
と
に
日
仏
交
互
に

開
催
さ
れ
、
姉
妹
都
市
間
交
流
の
枠
組
み

を
超
え
て
、日

仏
の
多
数
の
自

治
体
が
連
携

し
て
共
通
の
課

題
に
つ
い
て
議

論
を
行
う
こ

と
で
、
両
国
の

自
治
体
交
流
・

協
力
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
会
議
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
に
向
け
て
、
自
治
体
は
如
何
に
備
え
る

べ
き
か
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
次
回
会
議

の
開
催
地
が
本
市
に
決
定
を
し
ま
し
た
。

2
年
後
の
本
会
議
の
開
催
を
、
高
松
の
魅

力
を
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
絶
好
の

機
会
と
し
て
捉
え
、
会
議
の
成
功
に
向
け

て
準
備
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
議
後
に
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

ト
ゥ
ー
ル
市
を
訪
問
し
、ジ
ャ
ン
・
ジェルマ
ン

市
長
と
も
会
談
を
行
って
ま
い
り
ま
し
た
。

第
３
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
＆

姉
妹
都
市
ト
ゥ
ー
ル
市
訪
問

　
昨
年
4
月

19
日
に
催
さ

れ
た
本
市
の

新
名
所
「
育

む
ま
ち
・
丸

亀
町
グ
リ
ー

ン
」の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
、
お
祝
い
の

あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　
丸
亀
町
グ
リ
ー
ン
は
、
同
町
の
再
開
発

事
業
の
中
で
も
最
も
規
模
が
大
き
い
も
の

で
す
。
商
店
街
の
通
り
か
ら
奥
行
き
を
う

ま
く
利
用
し
た
フ
ロ
ア
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。東
西
を
結
ぶ
連
絡
通
路
も
特
徴
的
で
、

回
遊
し
や
す
く
、
洗
練
さ
れ
た
都
会
的
な

シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
丸
亀
町
商
店
街
で
は
4
月
16
日

か
ら
、
終
日
、
自
転
車
の
乗
り
入
れ
を
禁

止
す
る
規
制
を
行
っ
て
お
り
、
商
店
街
全

体
に
お
い
て
、
歩
行
者
と
自
転
車
が
共
存

す
る
、
安
全
で
安
心
な
空
間
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
丸
亀
町
グ
リ
ー
ン
が「
衣
、食
、住
、遊
」

を
兼
ね
備
え

た
魅
力
あ
る

街
と
し
て
発

展
し
、
商
店
街

や
中
心
市
街

地
の
活
性
化
の

起
爆
剤
と
な

る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
て
い

ま
す
。

丸
亀
町
グ
リ
ー
ン

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 
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と
誇
り
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会
会
報
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私
は
、昨
年
を「
創
造
都
市
元
年
」と
位
置
づ
け
ま
し
た
。機
構
改
革
に

よ
り
４
月
か
ら
創
造
都
市
推
進
局
を
設
置
し
、文
化
芸
術
な
ど
の
振
興
施

策
と
経
済
振
興
、観
光
振
興
の
た
め
の
施
策
を
よ
り
連
携
さ
せ
て
展
開
し
、

高
松
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
総
合
的
な
シ
テ
ィ・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

を
図
っ
て
い
く
基
礎
固
め
を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
迎
え
た
本
年
、そ
れ
を

さ
ら
に
勢
い
よ
く
拡
充
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
3
月
20
日
か
ら
は
、瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
3
が
始
ま
り
ま
す
。瀬
戸
内
の
島
々
で

展
開
さ
れ
る
現
代
ア
ー
ト
の
お
祭
り
に
訪
れ
る
国
内
外
の
多
く
の
人
々
に
、本
市
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、第
4
回
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
や
現
代
源
平
屋
島
合
戦
絵
巻
2
0
1
3
、日
本
フ
ル
ー

ト
コ
ン
ヴ
ェン
シ
ョン
2
0
1
3 

in 

高
松
と
いっ
た
大
き
な
イ
ベン
ト
が
あ
り
ま
す
。芸
術
祭
や
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、地
球
規
模（
グ
ロ
ー
バ
ル
）の
視
野
で
物
事
を
捉
え
て
、地
域（
ロ
ー
カ
ル
）の
特
色

を
生
か
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
、と
い
う
グ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
実
践
し
つつ
、創
造
都
市
高
松
の
大

き
な
飛
躍
の
年
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
西
ひ
で
と
後
援
会
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
無
事
推
移

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
し
た
た
め
ま
し
た
時
は
丁
度
第
46
回
衆
議
院
選
の
公
示
日

で
し
た
の
で
選
挙
の
行
く
末
は
判
って
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
度
の
選

挙
は
多
く
の
難
問
を
抱
え
て
い
る
我
が
国
の
将
来
を
占
う
と
云
う
意
味
で
国
民
の
関
心
は
最
高
に
高

ま
って
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
度
こ
そ
は
国
民
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
政
治
に
進
ん
で
行
って
も
ら
い
た
い
も
の
と
切
に
願
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
民
に
迎
合
す
る
小
善
の
政
治
で
は
な
く
、
痛
み
を
伴
って
で
も
敢
え
て
厳

し
い
道
を
選
ぶ
大
善
の
政
治
を
期
待
し
ま
す
。

　
マ
ニ
フェス
ト
と
い
う
言
葉
の
信
頼
を
失
わ
せ
た
国
政
に
対
し
高
松
市
政
に
於
い
て
は
、一期
目
に
引

き
続
き
二
期
目
の
２
０
１
１
マ
ニ
フ
ェス
ト
の
実
現
に
向
け
て
大
西
市
長
は
誠
心
誠
意
取
り
組
み
そ
の

実
績
を
着
実
に
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
が
約
束
し
た
こ
と
は
そ
れ
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
組
織
員
の
信
頼
を
失
い
ま
す
。
も
し
何

ら
か
の
事
情
で
そ
れ
が
実
行
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
確
に
述
べ
て
発
展
的
な
修
正
案

を
加
え
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
が
実
行
で
き
る
か
否
か
は
、リ
ー
ダ
ー
の
持

つ
使
命
感
と
人
格
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
我
々
市
民
が
大
西
市
長
に
信
頼
を
置
く
事
が
出
来
る
の
も
市
長
の
こ
の
使
命
感
と
人
格
に
拠
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
実
践
で
飛
躍
の
年
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

大
西
ひ
で
と
後
援
会
会
長
　
平
田
　
喜
一
郎

高
松
市
長
　
大
西
　
秀
人

後援会事務局よりのお知らせ

常磐町商店街のジャンヌガーデンで催されたイ
ベントで、瓦町駅周辺の商店街の活性化に向
け、常磐町、兵庫町、田町商店街のゆるキャラ
を「高松にぎわい大使」に任命しました。

ブリーザーズスクエア
開設３周年記念イベント

　後援会発足時から事務局員としてご苦労頂きました 好森政孝さん、入谷陽子さんが
昨年8月末をもって退任されました。長い間本当にありがとうございました。
　後任として、山下順子さんにお世話頂くことになりましたのでよろしくお願いします。
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観光と物産展に来高された親善都市の水
戸市、姉妹城都市の彦根市の両市長ととも
に、3市間での災害時における相互支援協
定の締結式を執り行いました。

災害時における
相互支援協定締結

1/16

大阪県人会は県人会の中でも最も古い歴
史を持つ会。その記念すべき設立115周年
の記念総会で地元高松市を代表してお祝
いのあいさつをさせていただきました。

大阪香川県人会設立記念総会5/26

史跡高松城跡（玉藻公園）において、10年
ぶりの薪能（たきぎのう）公演が行われ、開演
に先立ちご来場の皆様にあいさつをした後、
薪の火入れ役を務めさせていただきました。

「高松城址薪能」公演9/28

福祉施設で働く障がいのある方々の作品の
展示即売を通して作業意欲の向上、障がい
者福祉への理解を深めていただくため、市役
所で「高松ふれあいの店」を開催しました。

「高松市ふれあいの店」
オープン

2/20

プールサイドの段差解消、マットの張替えな
ど市民プールを改修。これに合わせて全面
的にアートを導入し、夢のある芸術性あふれ
る快適な施設としてリニューアルしました。

市民プールで
リニューアルイベント

6/30

「高松秋のまつり・ 仏生山大名行列」が開
催され、大名行列に参加。5年ぶりに馬にま
たがり、「おな～りぃ～」の掛け声に合わせ、
1.5㌔の道のりを練り歩きました。

仏生山大名行列に参加10/21

平成2年に購入した移動図書館車ララ号の
老朽化に伴い、新しいララ号へとバトンタッチ
しました。新ララ号は、補助ステップを設置す
るなど利用者に優しい設計になっています。

新移動図書館車プレデビュー3/31

かがわ国際会議場で開催された「日中国交
正常化40周年記念シンポジウムIN香川」
に出席。これを機に、友好都市である南昌
市との交流をさらに推進していきます。

「社会保障と財政運営について」をテーマに
した第２分科会に参加し、各市の取り組みと
課題等について議論しました。今後もより積
極的な議論と情報発信に努めてまいります。

日中国交正常化
40周年記念シンポ開催

7/13 中核市サミット2012
ｉｎ青森

11/1～2

川東校区地域ふれあい交流まつりに招きをい
ただき、お集まりの皆様にあいさつをした後、同
時に行われた「東谷農村歌舞伎公演～農村
歌舞伎祇園座～」に役者として出演しました。

みんな寄りまい川東20124/29

旧四番丁小学校跡施設で、「埋蔵文化財セ
ンター」や「市民活動センター」「創造支援セ
ンター」など4つの施設が入った、「四番丁ス
クエア」の開所式を執り行いました。

四番丁スクエア開所式8/1

司式者（立会人）として瀬戸の都高松・市民
結婚式（人前式）に出席し、お祝いのあいさ
つをした後、新郎新婦に第１号の結婚証明
書の交付を行いました。

丸亀町３町ドーム広場で
市民結婚式

12/16

平成23年度・高松市長 マニフェストの取り組み状況
市長マニフェストは、12の政策キーワードに基づき設定した120の政策目標に添って推進しております。今任期初年度となる平成
23年度の目標に対する達成率は、下記の通りです。
その結果、達成率が100％以上のものが56項目（51.4％）、80％以上100％未満36項目（33％）、80％未満が17項目（15.6％）と
なりました。今後も目標達成に向けて全力で取り組んでまいります。

　  「コミュニティ」の再生を図ります。

達成率 80％以上の主な事業

■「ゆめづくり推進事業」について、目標の18事業を実施しました。
■「コミュニティセンターの整備」について、目標の10事業を実施しました。
【講評】コミュニティ協議会を中心とした、地域や人の絆を大切にする地域社会の構築に努め
ました。

　  「子ども・子育て」支援施策を充実します。
■「こども園の設置」について、目標の１園を設置しました。
■「放課後児童クラブ入会」について、入会希望の全児童を受け入れました。
【講評】子どもたちの健全育成を図るため、安心して子どもを生み育てることができる環境の
整備を行いました。

　  「芸術文化・スポーツ」の振興を図ります。
■「まちなかパフォーマンス事業」について、目標の4,400人を大幅に超える21,710
人が鑑賞しました。

■「スポーツ施設の利用者」について、目標の1,515千人を超える人が利用しました。
【講評】芸術文化に触れる機会の提供や、スポーツ活動の推進などを行い，心豊かなまちづくり
に努めました。

　  「教育」の良質な環境を整備し、充実を図ります。
■「小学校校庭の芝生化」について、目標の4校で実施しました。
■「本市独自の少人数学級編成」について、目標の５校で実施しました。
【講評】確かな学力を身につけ，豊かな心等を育むことができるよう学校環境の充実に取り組
みました。

　  「コンパクトで美しいまちづくり」を進めます。
■「サンポート高松入込客」について、目標の2,670千人に対し、2,289（85.7%）
千人が訪れました。
■「レンタサイクルの利用」について、目標（延人数）の301千人を超える人が利
用しました。

【講評】サンポート高松の賑わいと、より便利で快適なユビキタスサービスの提供に努めました。

　  「ものづくり・産業・雇用」の振興のための取組みを強化します。

　  「安全・安心」な生活を保障するため、防災対策や公共事業を進めます。
■「椛川ダムの建設」について、目標の進捗度合14.4%に対し、14.0（97.2）%の進捗
度合となりました。
■「自主防災組織活動カバー率」について、目標の77.0%に対し、70.1（91.0）%のカ
バー率となりました。

【講評】安定給水の確保を図るとともに、地域防災力の充実強化に取り組みました。

　  「行財政改革」に不断の努力をします。
■「パブリックコメント実施」について、パブリックコメントが必要なすべての事業
で実施しました。
■「プライマリーバランス」について、黒字を維持し、健全な財政運営を行いました。
【講評】行財政改革に取り組むとともに、市民の目線に立った市政運営を心掛け、市民満足度の
向上に努めました。

　  「環境」の傘をすべての施策にかぶせます。
■「生ごみ処理機等購入補助」について、目標の860基に対し、785（91.3%）基
の補助を行いました。

■「レジ袋等削減」について、目標の14事業者に対し、13（92.9%）事業者と協定
を締結しました。

【講評】環境と共生する持続可能な循環型社会の形成を推進するため、環境保全意識の向上に
取り組みました。

　  「観光」振興を図り，交流人口を増やします。
■「塩江温泉郷入込客」について、目標の110千人を超える方が訪れました。
■「玉藻公園の年間入園者」について、目標の143千人を超える方が訪れました。

【講評】本市の魅力ある多彩な地域資源の活用と創出に取り組み、観光振興と交流人口の増加を
図りました。

　  「保健・福祉・医療」施策の充実を図ります。
■「居宅サービス利用者」について、目標の13,800人を超える人が利用しました。
■「グループホーム・ケアホームの入所定員」について、目標の150人を超える定
員の増加を図りました。

【講評】すべての人が住み慣れた地域で、安心して生き生きと暮らせる社会づくりに取り組みました。

■「ものづくり条例（仮称）の制定」について、業界や関係団体等から意見聴取を
行いました。
■「耕作放棄地の再生利用面積」について、目標の3.5haに対し、3.0（85.7%）
haを再生利用しました。

【講評】農林水産業の整備等を図るとともに、本市のものづくりに光を当て、雇用拡大に取り組み
ました。

　  「公共交通・自転車」を利用したまちづくりを進めます。
■「自転車道等整備延長」について、目標の4.2㎞を達成することができました。
■「公共交通利用者」について、目標の57,600人に対し、55,568（96.5%）人が
利用しました。

【講評】】過度に自動車に依存しない人と環境に優しい公共交通と自転車を利用したまちづくりに
取り組みました。

「コミュニティ」の再生を図ります。
「子ども・子育て」支援施策を充実します。
「教育」の良質な環境を整備し、充実を図ります。
「芸術文化・スポーツ」の振興を図ります。
「コンパクトで美しいまちづくり」を進めます。
「環境」の傘をすべての施策にかぶせます。
「保健・福祉・医療」施策の充実を図ります。
「観光」振興を図り、交流人口を増やします。
「公共交通・自転車」を利用したまちづくりを進めます。
「ものづくり・産業・雇用」の振興のための取組みを強化します。
「安全・安心」な生活を保障するため、防災対策や公共事業を進めます。

合　　計
「行財政改革」に不断の努力をします。
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